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ウラ･ハーンさんは、男性の世界という

イメージが強いドイツ文学界で、今も
っとも注目される女性作家・詩人の一
人です。小説「女のいえに男がひとり」

はすでに日本でも翻訳されています。
一方、津島佑子さんは、女性が文学に
携わる伝統がある反面、女性の自己実

現はむずかしい日本社会で、作家とし
て精力的に活動を続けています。そん
なお二人をお招きして、作家としての

自己認識や、作品を通して読者に伝え
たいことなどを、お話しいただきます。
日独比較という新しい視点から、「女性

と仕事」を見直してみませんか？あな
たの日常や仕事に生かせるヒントがか
くされているかもしれません。 

定員２５０名・申込先着順 
 

主催：ドイツ‐日本研究所 
   女性と仕事の未来館 
※日独同時通訳つき 
東京都港区芝５－３５－３ 
電 話 ０３－５４４４－４１５１ 
ＦＡＸ ０３－５４４４－４１５２ 

申込先： 

ＦＡＸ ０３－３２２２－５４２０ 

メール：dinkel@dijtokyo.org 
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一
九
四
七
年
、
作
家
太
宰
治
の
娘
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。
大
学

在
学
中
か
ら
小
説
を
書
き
、
二
十
代
前
半
に
新
し
い
書
き
手
と
し
て

注
目
を
あ
び
短
編
集
『
謝
肉
祭
』
を
出
版
。
そ
の
後
多
く
の
作
品
を

発
表
し
、
泉
鏡
花
賞
（
一
九
七
七
）、
女
流
文
学
賞
（
一
九
七
八
年
）

他
、
数
多
く
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
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八
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二
０
０
０
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）
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一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
ラ
イ
ン
河
下
流
の
モ
ー
ン
ハ
イ
ム
で
育
つ
。
文

学
、
歴
史
、
社
会
学
を
専
攻
。
学
位
取
得
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ブ
レ
ー
メ

ン
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
三
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
務
め
る
。
一

九
七
九
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
ブ
レ
ー
メ
ン
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
文
学

番
組
編
集
員
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（
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社
一
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六
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ド
イ
ツ
語
原
作
一
九
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一
年
発
表
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こ
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。
未
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